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Abstract
The purpose of this paper is to realize the tendency of the first-year students and to get sug-
gestion for the First-Year Program.　Research for the first-year students have been carried out 
periodically from ２００７ and totally analyzed.　It reveals the factors that affect students’ feeling of 
adaptation in studying, in personal relations and in student life.　It also shows the difference among 
administration years and the change by research time.　 As results, the important factors are 
suggested as follows; for students’ feeling of adaptation in studying was‘self-assertion’,‘ability 
to explain own opinions’, and‘self-management of own life’; for feeling of adaptation in personal 
relations was‘connections to others’,‘emotional stability’, and‘coping with depression’; for feeling 
of adaptation in student life was‘coping with depression’,‘ability to explain own opinions’,‘con-
fidence to own health’, and‘comfortableness in university’.　In their feeling of adaptation in studying, 
independent attitude in the second semester is significantly higher than in the first semester, and 
independent attitude tend to getting higher in recent years.　Harmony of support for adaptation 
in academic life with professional education is needed in the approach to improve students’ own 
competency.
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キャンパス活用への準備性（M: ２.２１　 SD: 
０.６７） においては、４　 月に大学での居心地が増
した結果となった（表２７）。
援助希求（M: ２.９４　SD: ０.６８）では、いずれ
も平均値が低く、有意傾向であった（表２８）。
４．ま　と　め
大学適応のカギとなるのが、安定した生活リ
ズムの構築であり、さらに、自己についての自
信をつけることが重要となる。「規則正しい生
活」は心身の健康維持のために欠かせない要素
であると知られている。これまでの生活から変
化し新たに構成されていく大学生活について、
自分の大学生活を管理し、それを「できている」
と感じ、自信をつけることが大切である。変化
は４月から７月において顕著にみられた。４　 月
から７月にかけての適応支援がより重要である。
入学年度による差異がみられ、２００８年度生が他
の年度とは異なる傾向を示していた。年度ごと
に学生の傾向を捉えつつ教育内容や支援を組み
立てる必要がある。継続的調査による学年傾向
の把握は、その後の教育的介入に活かすことが
可能である。
一方で、大学生活の経過により「慣れ」が生
じ、安心からか怠けてしまうことにどう対処す
べきか検討していく必要がある。大学生活に移
行すると、学業だけではなくサークル活動やア
ルバイトなど生活の幅が広がり大学生らしい生
活を個々に組み立てることになる。生活のバラ
ンスをとるための支援や介入が求められている
ようにも見えるが、自己についての自信をつけ
るためには、自分自身で生活のバランスを管理
する力を育てることが必要である。大学での先
輩との関係やつながりなど、学生の力を育てる
視点からの環境整備も方法の一つと考えられる。
福祉系学生として、これらの特徴を踏まえた
教育、専門教育について考えていかねばならな
い。具体的には、利用者とのラポール形成に必
要なコミュニケーション能力を高めるようなグ
ループワーク等の実践や、知識や技術を応用で
きるように事例を用いた教育などをこれまで以
上に積極的に取り入れていかねばならない。ま
た、人が暮らすという基本的な事項、つまり
「暮らしや生活のスキル」についても理解し、
さまざまな人への支援の際、動けるようにして
おくことも重要となる。
本学科における初年次教育に求められる要素
には、自己管理能力と自分の意見を述べ他者と
学び合える関係を築く能力の向上のための要素
が含まれるべきであろう。大学生活への適応支
援と専門教育とを融合させながら、また教育内
容と教育環境整備の両面から、学生の力を育て
る働きかけが必要と考えられる。
５．今後の課題
学生の状況には入学年度による差異がみられ、
各学年の傾向の継続的調査による把握は、その
後の教育的介入に活かすことができると考えら
れた。質問項目を精査し、より初年次教育の実
態がわかるような調査票を作り上げる必要があ
る。また、これまで行った調査を踏まえて、男
女ごとの特徴の抽出、福祉系以外の学問領域の
学生との比較を行うことも検討したい。今後は、
結果の活用について、実践的な初年次教育プロ
グラムの検討と効果を測ることも求められる。
120
高島恭子，黒山竜太，原田奈津子，柳智盛
表２７　キャンパス活用への準備性
学年の主効果：n.s.
実施月の主効果：有意
　多重比較：　（実施月）　７月・１０月・１月＞４月
交互作用における単純主効果：n.s.
表２８　援助希求
学年の主効果：n.s.
実施月の主効果：n.s.
交互作用における単純主効果：有意傾向
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